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平成22年７月に直接配票､ 直接回収､ 自記法により､ 108票の有効回収票を得た｡ 有効回収
率は100％であったが､ 下宿生16票､ 自宅通学生は92票である｡




















特にこの点については､ 世帯の多様化､ 家族人数の減少に伴い､ 個人部屋の減少も考えられ
ないことはないが､ リビング ()､ ダイニング ()､ キッチン () の構成も深く関わって
いるのではないかと思われる｡
４. 調査対象の住宅状況
昭和61年度の調査では､ 本学学生の居住する住宅の形式は､ 戸建住宅が715％､ 中高層集合
住宅が231％であり､ 住宅形態としては持家800％､ 公的借家85％､ 民間借家146％であり､












阪神間では増加傾向にある｡ 一方､ 図３に示すように住宅形態としては､ 持家752％､ 公的借
家101％､ 民間借家135％となっており､ 大きな変化は見られない｡ 図４には住宅の部屋数を
示しているが､ ４室が最も多く270％を占め､ 平均室数は54室である｡ 全国調査と比較して､
昭和61年調査の平均57室よりやや減少している点は共通している｡
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図２ 現在の学生の居住住宅形式 図３ 現在の学生の居住住宅形態
図４ 現在の学生の居住住宅の部屋数 図５ 現在の学生の家族のタイプ
図６ 現在の学生の家族の人数
接客実態と意識の変化に関する研究 女子短大生の場合



















る｡ ただ､ 希望としては､ だんらん室を独
立させたいというのが若干多い｡ 全体的に
見て､ 現状と希望との間には相関がみられ





































接客意識の中で､ 最も変化 (差) の大きかったものは､ ④客を外でもてなすか､ 家でもてな
すことのどちらが希望かであろう｡ ｢客は家でもてなすのが良い｣ という考えに､ 昭和61年度
にはほとんどすべての人が賛成であったが､ 平成22年度には ｢客は外で会う方が良い｣ の方が
わずかではあるが多くなっている｡ さほどの差はないが､ 昭和61年度の方が､ ⑨ ｢隣近所と親
しく付き合う生活｣ を希望し､ ⑥接客を楽しいと感じている人が多く､ 自宅での接客に肯定的
であるとみることができる｡
一方､ 前述のように､ 改まった客の接客が減少し､ 親しい親戚や友人を接客することが現代
の接客となりつつあり､ それに伴い､ ⑤ ｢めったに来なくても客室の備えは必要｣ だと感じる
人は昭和61年度よりも平成22年度の方が減少しているものの､ ② ｢接客のための空間は専用が





良い場所｣ ではなく､ ｢玄関脇｣ であることを重視する人が増えていることは興味深い｡ さら
に①に示すように､ お客さんによっては､ だんらんの場でもてなしたり接客室に通したりする
ことを､ 昭和61年度にはかなりの人が賛成しているにもかかわらず､ 常に来客は ｢接客室でも









接客と大きなかかわりを持つと考えられる家族観 (家族に対する観方､ 考え方) を把握する




























































いか ｢眺めや採光｣ を重視するかという意識を比べると､ 図14のように､ 運命共同体的であり､
個人のプライバシーも求める層が､ もっとも ｢玄関脇｣ であることを強く望んでいることがわ








ことがわかる｡ 家族形態は大きく変化しており､ 核家族が減少し､ 家族の多様化が進んでいる｡
平均的な家族規模はそれほど変化していないが､ 少ない家庭から多い家庭まで幅広い｡ 住宅の
・・室の組み合わせタイプは､ 昭和61年度には圧倒的にタイプが多かったのに比べ､


















らしく､ 内閣府の ｢国民生活に関する世論調査｣ をはじめとする各種の調査によると､ 家族離
れ､ 個人化の進行は顕著であるものの､ 全体にとっては一部の現象であり､ 統計数理研究所に









今回は､ 基本的な調査を行ったため､ 十分な分析を行うことができなかった｡ 接客の現状に
ついて頻度やそれに対する満足度評価､ および住まい方の現状､ 特に・・室の構成や､
家族の生活時間とその評価などを把握することで､ 現在の問題点や要望をより明らかにできる
のではないだろうか｡ そして､ これまでも家族に対する意識が家族の住まい方や満足感､ 希望




(＊１) ｢接客に関する研究｣ 岸本幸臣・中西眞弓著 大阪教育大学生活文化研究三十冊､ 1987











(＊４) ｢1990年版 住宅白書｣ 日本住宅会議編､ ドメス出版 291300
昭和63年住宅統計調査抽出速報集計が掲載されており､ 昭和38年から昭和63年の (総数は昭和23
年から昭和63年までの) 住宅の変動がまとめられている｡
(＊５) ｢『月刊ハウジング』 にみる新築着工住宅の平面計画特性｣ 神戸山手短期大学 ｢紀要｣ 第47号
2004年




｢だんらんに関する研究｣ 岸本幸臣・中西眞弓 大阪教育大学生活文化研究第二十八冊､ 1985
｢だんらん空間と起居様式について｣ 岸本幸臣・中西眞弓 大阪教育大学生活文化研究第三十
一冊､ 1988
｢だんらん空間に関する研究 (第１報) ―だんらんの実態把握のための予備的考察―｣ 岸本幸
臣・中西眞弓 生理人類学会誌 生理人類学会 1991
｢だんらん空間に関する研究 (第２報) ―だんらん空間の使い方と家族観に関する研究―｣ 岸
本幸臣・中西眞弓 生理人類学会誌 生理人類学会 1991
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